
令和5年度千歳運河および野積み場における賑わい拠点形成のための調査業務

初回打合せ資料

2023年5月24日（水）
1．業務スケジュールの確認
2．現況整理
3．港湾法の改正について
4．水辺の空間活用事例（Same Scale）
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1. 現況整理

2. 関連法規の整理

3. 事例の整理

4. 空間利活用の検討

5. 事業手法の整理

6. 実現に向けての課題整理

7. 成果品とりまとめ
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今年度のスケジュールについて

確認事項
• 分科会・推進委員会の開催時期について
• ＪＲ四日市駅の自由通路に関する検討スケジュールについて
• 今年度のみなとまちづくり関連の取り組み・イベントのスケジュールの確認

■R5年度の業務スケジュール（案）
・初回打合せにて、業務のスケジュールと検討条件について確認。
・第２回打合せにて、空間活用事例や官民連携の事業手法などについて確認し、野積み場の空間利活用の方向性について議論。
・分科会での意見も踏まえて、空間利活用方法やその事業手法について検討し、９月実施予定？の分科会・推進委員会に向けて内容を整理。
・推進委員会等での意見を踏まえて課題出しなどの最終調整を行い、１０月末に成果としてとりまとめたものを提出。
・１１月以降は基本的に会議出席のみとする。

初回打合せ
・業務スケジュールの確認
・検討条件の確認

第４回打合せ
・実現に向けた課題について
・成果取りまとめに向けて

第３回打合せ
・空間利活用の方向性および
事業手法(素案)の提示

BAURA DAY BAURA
ミーティング？

第２回打合せ
・事例紹介
・事業手法の整理

実施時期について要確認

1．業務スケジュールの確認
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2．現況整理

野積み場の法的な位置づけ

野積み場

■四日市港港湾計画図（H23.4改訂）

臨港地区内は、四日市港管理組合（港湾管理者）が指定した「分区」
に区分され、分区ごとに建物等の整備の規制がかかる。
野積み場は「商港区」に区分され、港湾関係者及び港湾利用者のため
の施設（詳細は左記）の整備が可能。

四日市港港湾計画は、四日市港管理組合（港湾管理者）が定めた、四
日市港の基本計画（マスタープラン）で、最新版（H23年の改定版）は、
平成30年代前半を目標年次としている。次の改定は●●ごろ（目標年
次は2040年ごろ？）を予定。
四日市港港湾計画（H23.4改訂）では、千歳運河沿いが「良好な景観を
形成する区域」に指定されており、歴史的遺産や貴重な港湾景観を活
かしたまちづくりを促進させるため、特に景観に配慮する区域とする
ことが位置づけられている。
野積み場の土地利用上の用途は「埠頭用地」と「港湾関連用地」。
• 埠頭用地とは、ふ頭の機能を発揮するために必要な用地で、具体的
には荷捌き施設、旅客施設、保管施設、港湾厚生施設、港湾管理施
設等。

• 港湾関連用地とは、港湾の機能を増進するための港湾活動をサポー
トする施設の用地で、具体的には旅客ターミナル、駐車場、緑地、
臨港交通施設用地、便益施設用地等。

■四日市港臨港地区内・分区図（平成25年5月24日現在）

野積み場

■分区ごとの構築物規制に関する条例

確認事項
• 四日市港港湾計画の次の改定スケジュールについて
• 港湾計画における土地利用ごとの規制について（特に緑地）
• 土地利用用途を変換する場合の手続き・必要期間について

公益社団法人日本港湾協会発行「港湾計画書作成ガイドライン（改訂版第 3 版）」より抜粋

現在の土地利用
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（参考）他地域の港湾緑地における条例・規制など

3

「港湾緑地の使用について」福岡市港湾空港局（令和4年4月） 「神戸市港湾施設条例」

「大阪市港湾施設条例」

「港湾緑地条例」神奈川県横須賀市

別表第５（第17条関係）

2．現況整理
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千歳運河野積み場周辺の現況整理

4

• 野積み場は千歳運河沿いに位置し、運河から荷揚げした荷物等の仮置き場として利用されていたが、現在は運河に船の運航がほぼなく、野積み場としてあまり活用され
ていない。

• 敷地北側には、末広橋梁（日本国内では現役唯一の跳開式可動鉄道橋梁・国の重要文化財に指定）があり、平日に数回、セメントを積んだ貨物列車が通行している。通
常時は橋が上がった状態で、貨物列車通行時のみ橋が下がる。

• 末広橋梁の約300m南側には、臨港橋（跳ね上げ式の道路橋）があり、船の通航時（頻度どれくらい？）は車両通行を止めて橋が上がる。
• 野積み場周辺の倉庫の利用率は100%。ほぼすべての倉庫が陸路から陸路へ荷物を運搬する際の保管庫として利用されている。
• 千歳運河沿いの護岸は老朽化しており、野積み場の対岸の護岸（千歳町4号物揚げ場）は、R4年度に改修済み。（改修後の護岸断面図はP6参照）

KEYPLAN 第1埠頭
▼稲葉翁

記念公園
▼

末広橋梁
▼

千歳橋
▼

第2埠頭
▼

臨港橋
▼

2．現況整理
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千歳運河野積み場周辺の現況整理
• 運河沿いには高さ2.5mの防潮堤が設置されている。野積み場部分の防潮堤はR4年度に改修工事を実施。
• 野積み場に隣接する護岸は老朽化が進んでいる。（改修計画あり？車の通行は禁止？）
• かつて水路からの荷揚げに利用されていたテルファーは現在も残っているが、ほぼ使用されていない。
• 周辺の倉庫の中身は○○、○○など。物流車両は平日のみ通行する。
• 野積み場は約2,500m2（約27.5m×約90m）で、四日市港管理組合が所有する土地。現在は○○に貸している。
• 野積み場の西側には駐車場があり、周辺企業の従業員？などが使用している。

2．現況整理

確認事項
• 野積み場及び駐車場の利用状況･使用者について
• 近隣倉庫の利用状況、車両動線について
• 千歳運河の構造：標準断面、幅、水深、護岸構造などについて
• 港湾施設の整備スケジュールについて
• 護岸(末広町3号物揚げ場)の状態および改修スケジュールについて
• 臨港橋、千歳橋の構造：桁下高、跳ね上がったときの運河の幅などについて
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野積み場断面（現況）

断面A A3=1/300

断面B A3=1/300

確認事項
• 基準高および千歳運河の水深について（TP？）
• 倉庫・構造物（防潮堤、テルファー、岸壁）の高さ・断面形状について

←西 東→

←北 南→

2．現況整理



令和5年度千歳運河および野積み場における賑わい拠点形成のための調査業務 2023.05.24 7

現地写真

A B C D

E F G H

I J K L

20/05/29

20/05/29

22/06/15 22/06/15 20/07/08

20/07/08

20/07/31

22/06/15 20/05/29 ストリートビューより

ストリートビューより ストリートビューより

2．現況整理



令和5年度千歳運河および野積み場における賑わい拠点形成のための調査業務 2023.05.24 8

（参考）護岸断面①
2．現況整理



令和5年度千歳運河および野積み場における賑わい拠点形成のための調査業務 2023.05.24 9

（参考）護岸断面②
2．現況整理
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（参考）既存駐車場計画
2．現況整理
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■実施方法
特性、利用者や地域の関係者等のニーズ等を踏まえたもの
収益施設：飲食店、販売店、イベントホール、宿泊施設、
荷物預り所、港湾展望施設、研修施設、学習体験施設など
港湾施設：休憩所、案内施設、見学施設、芝生、植栽、ベ
ンチ、トイレ、駐車場、照明設備、備蓄倉庫など

11

港湾法の改正：港湾環境整備計画制度
■改正の概要
民間事業者によって、官が所有
する港湾緑地・広場に対して施
設整備等が可能（港湾緑地を事
業者に貸し付けすることが可
能）。

■都市公園法における「公募設置管理制度（Park-PFI）」との違い

水域利用する場合は『計画』に記載
すれば水域占用のみなし許可が可能

■対象地 既存の港湾計画では、対象地は千歳運河東側のみ。

Ｒ
５
～
６
年
度

Ｒ
７
年
度

Ｒ
８
年
度

課題
• 港湾計画において「千歳運河沿い野積み場および護
岸(西側)」を「港湾緑地」に変更する必要がある。

四日市みなと
における

スケジュール案

新制度の
対象地その他緑地は

Park-PFIの対象

土地利用の
変換手続き

方針の整理
・策定

野積み場

改正によって得られる効果
• 民間施設の活力によって賑わいの創出につながる。
• 民間事業者の施設の収益によって、周辺の休憩所や案内所等の施設または清

掃等に還元することで、空間一体がよくなる。
⇒都市公園法における「公募設置管理制度（Park-PFI）」と同じことが港湾エ
リアでも可能に。

港湾法第三十七条第一項のみなし許可：水域・公共空
地の占用、水域等における土砂の採取、水域施設･外郭
施設･係留施設･運河･用水渠･排水渠の建設又は改良

区域、期間、収益施設、
公共還元、資金･収支
計画などを記載

港湾計画に沿う内容
とする必要がある

3．港湾法の改正について
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水辺の空間活用事例（Same Scale）

珈琲元年中川本店（名古屋）
洋食やコーヒーを味わえるカジュアルなカフェ。運河を一望できるテラス席あり。

迎(ムカエル)・創(ウマレル)（宮城・気仙沼）
２階建てショッピングモール。施設の前面には遊覧船の発着場がある。

バーミキュラービレッジ（名古屋）
バーミキュラ創業の地でブランドの価値を発信する施設。スタジオは、購入前に使い方や味を確認できる体験型
ショップ。レストランでは、バーミキュラを使用した料理を味わうことができる。

（スタジオ） 敷地面積：2,037.09m² 建築面積：514.44 m² 延床面積：1,013.14m²（3階）
（レストラン）敷地面積：2312.58m² 建築面積：543.02 m² 延床面積：757.82m²（2階）

敷地面積：約2000m² 建築面積：約340m²（平屋） （ムカエル）敷地面積：1,176.05m² 建築面積：765.73m² 延床面積：1,169.28m²（3階）
（ウマレル）敷地面積：2,025.76m² 建築面積：1,291.53m² 延床面積：2,403.42m²（3階）

野積み場（四日市港） 敷地面積：約2,500m²



令和5年度千歳運河および野積み場における賑わい拠点形成のための調査業務 2023.05.24 13

水辺の空間活用事例（Same Scale）

天王洲アイル（東京・品川）
元倉庫をリノベーションしたレストラン「T.Y.HARBOR」に隣接して、水上レストランや、イベント等で貸し切り
可能な船上スペース(3フロア)が配置。水上レストラン含めて約350席。船上スペースは最大170名が収容可能。

WILD MAGIC（東京・豊洲）
都市型アウトドアパーク。手ぶらでキャンプが楽しめる。最大収容人数500名。

Hi-NODE（東京・日の出ふ頭）
船の待合所とレストラン等が一体となった施設。芝生広場や海を臨むテラス席なども併設。

野積み場（四日市港） 敷地面積：約2,500m²

（T.Y.HARBOR）敷地面積：約4200m² 建築面積：約3700m²（2階） 敷地面積：約16,000m²

敷地面積：2,750m² 建築面積：約640m² 延床面積：887.12m²（2階）
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水辺の空間活用事例（Same Scale）

勝山公園（福岡・北九州）
全国初のPark-PFI事例。公園内にコメダ珈琲を整備。水上ステージや客席となる大屋根が隣接。

ハレノガーデン（福岡）
重要文化財建築物である「福岡県公会堂貴賓館」を中心にPark-PFI制度で再整備された公園。公園内の飲食店「ハレ
ノガーデンEAST」の前面には遊覧船乗り場がある。

Ship’s Garden 水上公園（福岡）
公園内にある2階建ての飲食店。店舗屋上と建物の外構部分は公共空間としてオープンになっている。

野積み場（四日市港） 敷地面積：約2,500m² 敷地面積：2,058m² 建築面積：約220m² 延床面積：626.17m²（2階）

（コメダ珈琲）建築面積：約300m²（平屋） （ハレノガーデンEAST）延床面積：約341m²（平屋）
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水辺の空間活用事例（Same Scale）

木伏公園（岩手・盛岡）
Park-PFI制度を活用し水辺の公園に飲食店舗を整備。10棟の区画に飲食店舗やショップが入居。

Lhong1919（タイ・バンコク）
かつて水上貿易拠点として活用された倉庫群をリノベーション。ギャラリー、ブティックショップ、カフェ、レス
トランが入居。

キャナルテラス堀江（大阪）
水辺のレストランを中心とした商業施設。東棟はレストラン2店舗＋ショップ。西棟はレストラン2店舗。

野積み場（四日市港） 敷地面積：約2,500m² （東棟）敷地面積：654.86m² 建築面積：約480m² 延床面積：966.65m²（2階）
（西棟）敷地面積：478.45m² 建築面積：約390m² 延床面積：691.56m²（2階）

敷地面積：約4,000m² 延床面積：約330m²（平屋） 敷地面積：約6,800m²（2階）
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